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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月21日(2012.11.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　或る機能を行うように構成される端部分と、
　ユーザーが操作すると前記端部分にその機能を行わせるハンドル部分と、
　複数の場所において患者の特性を同時に感知するように前記端部分に所定の空間アレイ
で配置される複数のセンサーと、
　前記複数のセンサーから信号を受信するように結合され、該信号を処理し、経時的に感
知した前記特性を処理することによって前記患者の血流についての空間時間的情報を得る
ようにプログラムされている処理装置と、
　前記患者の血流についての前記空間時間的情報を前記ユーザーへ提示する出力装置と、
を備える、外科用手持ち器具。
【請求項２】
　前記外科用手持ち器具は腹腔鏡器具である、請求項１に記載の器具。
【請求項３】
　前記処理装置は、前記信号を処理し、前記患者の管腔構造の場所及び向きの空間的情報
を得るようにさらにプログラムされている、請求項１に記載の器具。
【請求項４】
　前記管腔構造は血管である、請求項３に記載の器具。
【請求項５】
　前記空間時間的情報は、前記患者の前記血管を通る血流の方向についての情報を含む、
請求項４に記載の器具。
【請求項６】
　前記端部分は、前記センサーのアレイが取り付けられる剛性基板を含む、請求項１に記



(2) JP 2012-511400 A5 2013.1.17

載の器具。
【請求項７】
　前記端部分は、前記センサーのアレイが取り付けられる可撓性基板を含む、請求項１に
記載の器具。
【請求項８】
　前記所定の空間アレイで配置される複数のセンサーは、実質的に矩形のパターンで配置
される少なくとも２行のセンサー及び少なくとも２列のセンサーを含む、請求項１に記載
の器具。
【請求項９】
　前記所定の空間アレイで配置される複数のセンサーのうちの少なくとも１つのセンサー
は、圧力を感知するように構成される、請求項１に記載の器具。
【請求項１０】
　前記センサーのアレイのうちの少なくとも１つのセンサーは、圧電センサーである、請
求項１に記載の器具。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの圧電センサーは、超音波照射を放射すると共にエコー情報を測定
するように構成される、請求項１０に記載の器具。
【請求項１２】
　前記出力装置は、前記ユーザーに触覚効果を与えるように構成される触覚アクチュエー
タであり、前記触覚効果は、前記処理装置が得る前記空間時間的情報に関する、請求項１
に記載の器具。
【請求項１３】
　前記触覚アクチュエータは、前記ユーザーに振動触知フィードバックを与えるように構
成される、請求項１２に記載の器具。
【請求項１４】
　前記処理装置は前記ハンドル部分内に存在する、請求項１に記載の器具。
【請求項１５】
　患者の内部領域の複数の近接する場所において該患者の血液に関する特徴を感知する手
段と、
　前記複数の近接する場所において感知した前記患者の血液に関する前記特徴を処理し、
前記患者の前記血液についての空間的情報を得る手段と、
　前記患者の血液に関する前記空間的情報を示す出力を提供する手段と、
を備える、外科用手持ち器具。
【請求項１６】
　前記感知する手段は、アレイの場所において前記特徴を感知するように構成され、前記
アレイは少なくとも２つの行及び少なくとも２つの列を含む、請求項１５に記載の外科用
手持ち器具。
【請求項１７】
　前記患者の前記血液についての前記空間的情報は、前記外科用手持ち器具に対する１つ
又は複数の血管の向きに関する、請求項１５に記載の外科用手持ち器具。
【請求項１８】
　前記処理する手段は、前記患者の前記血液についての空間時間的情報を得るようにさら
に構成される、請求項１５に記載の外科用手持ち器具。
【請求項１９】
　前記空間時間的情報は、前記外科用手持ち器具に対する１つ又は複数の血管の向きに関
し、前記空間時間的情報は、さらに該１つ又は複数の血管を通る血流の方向に関する、請
求項１８に記載の外科用手持ち器具。
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